
「導入」より「取引先の入力」を選択

１．取引先を利用した特例対応方法(Desktop)



上部の「＋新規」を選び、取引先の入力を行う。

「仕入関連」にチェックを入れ、「名称」「略称」を入力

検索キーはどちらかを「tokurei」にしておくと良さそうです。

インボイス関連情報は「帳簿のみで保存」をチェック

２．特例の入力



複数の特例がありますので、必要なものだけ登録すると良い。

また、特例以外の取引先の入力も必要になります。

３．取引先リストでの確認



初期設定では元帳で取引先は「取引先コード」が表示されるた

め、「略称」を表示するように変更します。

「導入」より「帳簿設定」を選択

４．表示設定の変更



「帳簿 共通」項目の取引先欄の表示を「略称」に変更



仕訳日記帳での取引先欄が略称へ変更されました。

※帳簿の印刷では「取引先コード」が印刷される為、「略称」

が印刷されるようになるまでは、取引先一覧の印刷が必要とな

ります。


